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本
事
業
は
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

を
目
的
と
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
作
り
と
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
の
た
め
に
伝
統
文
化
や
音
楽
の
講
習
会
を
開
催
し
、
習

得
し
た
知
識
と
手
技
を
活
か
し
て
活
動
す
る
地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
外
国
人
留
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
支
援
し
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
。

ア　

芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
の
開
催

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」

　
　
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

イ　

留
学
生
の
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
の
た
め
の
支
援
活
動

　
　
「
高
校
留
学
生
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

ウ　

高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
　
「
伝
統
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
　
「
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

エ　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
と

人
材
育
成
の
た
め
の
講
習
会

令和元年度京都鴨沂会文化教室履修内容
教室名 茶　道 華　道 謡　曲 書　道 絽ざし ハワイアン フラ
講師名 吉田　宗翠 中谷　豊甫 岡田美保子 嶋　　映子 北村悠紀子 ユミコ ・ レイモミ

４月 盆略点前
炉薄茶点前

枝もの・
花ものの四方花 草紙洗・祇王 １月から新しく漢

字は新草千字文（隋
代の智永書）の臨
書を始めます。楷
書、草書が同時に
学ぶ事が出来ます。
かな文字は段階を
ふ ん で 進 み ま す。
初歩はかなの単体
練習、次に２～３
文字の連綿へ、そ
して４行書き、ち
らし書きへと進み
ます。それぞれの
開始時によって違
ってきます。

平安時代から伝わ
っているとされる
手芸で、最初は仏
具として、室町時
代は公家絽ざしと
して、江戸時代は
大奥の女性達、近
世は一般女性の間
でブームとなり今
日に至っています。
絽ざしの特徴は絽
目をひろって刺し
ていく事にありま
す。その基本を失
わないように心が
け、なお、現代の
色調図案をとりい
れ製作していきた
いと思っておりま
す。

体験 （無料） 実施５月 風炉薄茶点前
濃茶点前

節句の花：
花菖蒲をいける 游行柳・天鼓

６月 風炉薄茶点前
（名水点）

草もの・
父の日の花 班女・善知鳥

７月 風炉薄茶点前 
（洗茶巾・平茶碗）

水辺の花・
祇園祭の花 盛久・安宅

基本のステップ８月 夏休み 枝もの・追善の花 夏休み

９月 風炉薄茶点前
濃茶点前 秋草をいける 楊貴妃・仏原

10月 風炉　中置
五行棚の扱い 重陽の花（菊一色） 女郎花・龍田

曲に合わせて踊る11月 開炉 炉薄茶点前 枝ものをいける
（数挿し） 放下僧・鉢ノ木

12月 炉　濃茶点前
客の心得

クリスマスの花・
お正月の花 源氏供養・落葉

１月 初釜　濃茶
薄茶　点心

枝もの・
草ものをいける 田村・求塚

一曲を完成させる２月 炉 薄茶点前
（筒茶碗・絞り茶巾）

枝もの・
草ものをいける 杜若・雪

３月 炉濃茶点前 ・
薄茶点前

節句の花 ・
桃をいける 東北 ・ 百万
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「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」

茶
道
教
室　
　

吉
田
嘉
代
子

　

茶
道
の
お
稽
古
は
、
毎
回
季
節
に
合
っ
た
道
具
立
て
と
美
味
し
い

お
菓
子
で
、
全
員
が
楽
し
く
茶
の
道
を
極
め
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
に
は
ド
イ
ツ
の
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
か
ら
４
名

が
稽
古
日
に
来
室
さ
れ
、
手
前
を
学
習
し
た
い
と
要
望
が
あ
り
簡
単

な
手
ほ
ど
き
を
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、女
性
の
方
は
興
味
が
深
く
、

覚
え
も
早
く
て
驚
き
ま
し
た
。
年
々
世
界
の
方
々
に
日
本
文
化
が
理

解
さ
れ
、
興
味
深
く
実
施
さ
れ
る
の
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

華
道
教
室　
　

中
谷　

豊
甫

　

12
月
に
、
ゲ
ー
テ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
か
ら
ド
イ
ツ
の
お
母
様

と
お
嬢
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

和
物
（
菊
な
ど
の
日
本
の
花
と
木
の
取
り
合
わ
せ
）
と
洋
物
（
バ

ラ
な
ど
の
西
洋
の
花
の
取
り
合
わ
せ
）
を
各
々
に
ご
用
意
し
た
の
で

す
が
、「
何
故
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
か
。」「
こ
れ
を
変
え
て
は

い
け
な
い
の
か
。」
と
、
次
々
に
質
問
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
白
色

と
黄
色
の
花
の
取
り
合
わ
せ
だ
け
は
、
理
由
を
説
明
し
や
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
お
好
き
な
よ
う
に
取
り
合
わ
せ
、
い
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
け
上
が
っ
た
趣
向
の
異
な
っ
た
三
瓶
の
作
品
を
、
床
の
間
に

飾
っ
て
記
念
撮
影
。
床
の
間
の
種
類
と
花
姿
の
関
係
に
も
、
興
味
を

お
持
ち
の
よ
う
で
し
た
。

　

教
材
の
プ
リ
ン
ト
類
を
お
持
ち
帰
り
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
帰

国
後
に
お
花
を
い
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

書
道
教
室　
　

嶋　

映
子

　

書
道
は
漢
字
の
古
典
臨
書
と
仮
名
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
漢
字
は

現
在
で
は
中
国
は
も
ち
ろ
ん
日
本
か
ら
も
消
え
た
文
字
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
仮
名
文
字
は
、
真
が
な
、
万
葉
、
変
体
と
な
じ
み
の
な
い

文
字
も
、
短
歌
や
古
典
の
和
歌
、
俳
句
に
作
品
と
し
て
書
き
ま
す
。

今
に
役
立
つ
文
字
の
基
礎
を
楽
し
み
、
学
ぶ
事
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。

絽
ざ
し
教
室　
　

北
村
悠
紀
子

　

先
日
来
の
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
も
や
や
治
ま
り
、
鴨
沂
会
館
も
再
開
と
の

嬉
し
い
お
知
ら
せ
。
先
日
土
曜
日
早
速
久
し
ぶ
り
に
「
絽
ざ
し
」
の

お
稽
古
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
。
何
人
の
方
が
来
ら
れ
る
か
心
配
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
喜
ん
で
来
て
い
た
だ
き
、
感
激
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
に
お
会
い
す
る
事
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
事
、
も
ち
ろ
ん

手
を
動
か
す
こ
と
も
ま
た
一
年
楽
し
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室　
　

ユ
ミ
コ
レ
イ
モ
ミ

　

令
和
元
年
９
月
よ
り
開
講
、
フ
ラ
初
心
者
ク
ラ
ス
を
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
伝
統
舞
踊
と
し
て
の
成
り
立
ち
や
歴
史
、
風

土
、
自
然
、
信
仰
の
背
景
を
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
深
め
た
う
え

で
舞
踊
を
習
得
し
て
頂
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
指
導
し
て
い
ま
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す
。

　

実
技
面
で
は
、
基
本
の
正
し
い
姿
勢
、
足
の
運
び
、
手
の
動
作
を

正
し
く
行
え
る
よ
う
に
、
反
復
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
楽
曲
に
対
し

て
も
詩
に
対
す
る
翻
訳
の
意
図
、
本
来
の
意
味
合
い
を
し
っ
か
り
学

び
、
そ
の
楽
曲
を
総
合
的
な
理
解
を
も
っ
て
表
現
出
来
る
よ
う
に
、

日
々
努
力
頂
い
て
い
ま
す
。

「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

　

平
成
24
年
度
か
ら
文
化
教
室
に
入
会
し
て
茶
道
、
華
道
の
お
稽
古

を
し
た
い
外
国
人
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
。
初
回
体
験
学
習
は
無

料
と
し
、
文
化
教
室
の
受
講
料
は
奨
学
金
扱
い
と
し
、
お
茶
や
お
菓

子
、
生
け
花
な
ど
の
教
材
費
は
受
講
者
負
担
と
し
て
い
る
。

　

京
都
大
学
、
同
志
社
大
学
な
ど
の
大
学
院
生
、
京
都
国
際
ア
カ
デ

ミ
ー
、
日
仏
会
館
、
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
京
都
な
ど
か

ら
研
究
者
や
来
日
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
多
様
な
方
々
が
日
本
伝
統
文

化
を
経
験
す
る
た
め
に
文
化
教
室
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。

令
和
元
年
度
文
化
教
室
参
加
者

　

茶
道
教
室　
　
（
ド
イ
ツ
４
名
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

令
和
元
年
10
月
７
日　

裏
千
家　

講
師　

吉
田
嘉
代
子　
　
　

　
　

受
講
者
：�

レ
ニ
・
ホ
フ
マ
ン
、ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ヒ
ル
シ
ュ
ビ
ヒ
ラ
ー

ヤ
コ
ポ
・
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
リ
、
レ
ア
・
レ
ッ
ツ
ェ
ル

　

華
道
教
室

　
　

令
和
元
年
11
月
６
日　

未
生
流
笹
岡　

講
師　

中
谷　

豊
甫

　
　

受
講
者
：
レ
ア
・
レ
ッ
ツ
ェ
ル　
（
ド
イ
ツ
１
名
）

　

華
道
教
室　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

令
和
元
年
12
月
４
日　

未
生
流
笹
岡　

講
師　

中
谷　

豊
甫

　
　

受
講
者
：
レ
ニ
・
ホ
フ
マ
ン
、シ
ロ
・
ホ
フ
マ
ン
（
ド
イ
ツ
２
名
）

ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
と
の
国
際
交
流

　

ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
は
、
本
部
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
あ

る
ド
イ
ツ
の
公
的
文
化
機
関
で
、鴨
沂
会
館
の
近
く
に
あ
る
ゲ
ー
テ
・

イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ラ
鴨
川
で
は
、
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
を
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招
聘
し
、
日
本
に
３
ヶ
月
間
滞
在
し
な
が
ら
創
作
活
動
を
行
う
機
会

を
提
供
し
て
い
る
。
招
聘
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
公
募
に
よ
り
、
建
築
、

造
形
美
術
、
表
現
芸
術
、
デ
ザ
イ
ン
、
文
学
、
音
楽
、
映
画
、
文
化

批
評
の
分
野
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
に
は
鴨
沂
会
文
化
教
室
に
日
本
伝
統
文
化
の
体
験
と
交

流
を
求
め
て
参
加
さ
れ
た
ド
イ
ツ
か
ら
招
聘
さ
れ
た
映
像
作
家
、
写

真
家
、建
築
家
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、草
月
流
の
木
平
珠

影
先
生
の
生
け
花
を
絶
賛
さ
れ
、花
材
や
花
器
の
選
択
か
ら
生
け
方

ま
で
の
全
て
を
映
像
化
、
作
品
と
日
本
座
敷
の
調
和
を
写
真
撮
影
さ

れ
、先
生
の
流
れ
る
よ
う
な
手
さ
ば
き
に
感
動
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
に
は
未
生
流
笹
岡
の
中
谷
豊
甫
先
生
が
ド
イ
ツ
の
建
築

家
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
二
人
と
人
間
の
一
生
を
花
に
例
え
て
考
え
る

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
花
展
を
共
同
開
催
さ
れ
た
。

花
展
会
期
は
８
日
間
で
初
日
に
活
け
た
〝
い
け
ば
な
〟
が
枯
れ
る
ま

で
を
展
示
す
る
の
は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
花
展
で
、
文

化
教
室
が
国
際
文
化
交
流
へ
の
広
が
り
を
見
せ
た
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
。

「
高
校
留
学
生
の
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

　

本
年
度
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
「
公
益
財
団

法
人
中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
助
成
に
よ
る
２
０
１
９
年
度
地
域
交

流
事
業
」
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

伝
統
文
化
体
験
学
習
会
は
、
主
に
高
校
留
学
生
を
対
象
と
し
て
講

師
の
準
備
し
た
資
料
を
用
い
て
茶
の
湯
、
生
け
花
、
書
の
歴
史
と
理

論
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
作
を
実
演
す
る
。
さ
ら

に
、
手
を
取
っ
て
袱
紗
捌
き
か
ら
お
点
前
の
所
作
を
行
い
、
次
に
、

花
器
を
選
び
花
の
長
さ
を
測
っ
て
生
け
花
を
、
筆
の
持
ち
方
墨
の
す

り
方
か
ら
文
字
を
色
紙
に
書
く
ま
で
実
際
に
体
験
さ
せ
る
。
こ
れ
ら

の
体
験
学
習
の
濃
密
な
内
容
は
、
留
学
生
に
日
本
伝
統
文
化
に
興
味

を
持
た
せ
感
謝
さ
れ
、
関
係
団
体
お
よ
び
地
域
住
民
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

　

留
学
生
と
の
交
流
を
目
的
に
京
都
の
高
校
生
に
体
験
学
習
会
へ
の

参
加
を
公
募
す
る
と
多
数
の
応
募
が
あ
り
経
済
的
に
も
対
応
で
き

ず
、
そ
の
後
、
留
学
生
と
同
数
の
日
本
人
学
生
に
限
っ
て
受
け
入
れ

る
こ
と
に
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
受
講
希
望
留
学
生
の
増
加
に
よ
り
開
催
回
数
を
２
回

と
す
る
こ
と
に
な
り
こ
れ
を
担
当
す
る
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
（
文
化
教

室
講
師
や
会
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
負
担
が
限
界
に
達
し
て
い
た
。

２
０
１
９
年
度
留
学
生
地
域
交
流
事
業
の
助
成
に
よ
っ
て
、
講
師
お

よ
び
指
導
助
手
の
謝
金
、
学
習
準
備
の
た
め
の
業
務
委
託
が
可
能
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
事
業
内
容
を
公
表
す
る
た
め
に
鴨
沂
会
誌
の
別

刷
を
作
成
し
、
京
都
府
下
の
留
学
生
関
連
機
関
に
配
布
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

第
１
回
高
校
留
学
生
伝
統
文
化
体
験
学
習
会

　

令
和
元
年
９
月
22
日　

於　

鴨
沂
会
館

　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
か
ら
京
都
府
下
の
高
校
に
留
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第１回伝統文化体験学習会　2019年９月22日
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学
し
て
い
る
13
名
の
高
校
生
、
付
き
添
い
日
本
人
大
学
生
２
名
お
よ

び
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
京
都
支
部
員
１
名
が
参
加
し
て
伝
統
文
化
体
験

学
習
会
が
行
わ
れ
た
。
会
長
挨
拶
と
留
学
生
、
講
師
そ
の
他
の
参
加

者
の
自
己
紹
介
の
後
、
茶
道
は
、
裏
千
家
「
講
師
に
よ
る
薄
茶
点
前

の
実
演
と
呈
茶
お
よ
び
留
学
生
の
盆
略
手
前
の
実
習
」、
華
道
は
未

生
流
笹
岡
「
伝
統
文
化
を
踏
ま
え
た
生
け
花
実
習
」
を
、書
道
は
「
基

本
か
ら
創
作
へ
の
書
道
実
習
」
を
実
施
し
た
。
地
域
住
民
は
留
学
生

学
習
を
補
助
し
て
交
流
を
深
め
た
。
実
習
終
了
後
、
留
学
生
は
伝
統

文
化
体
験
結
果
の
発
表
と
感
想
文
の
作
成
を
行
い
、
写
真
撮
影
を
し

て
閉
会
し
た
。

第
２
回
高
校
留
学
生
伝
統
文
化
体
験
学
習
会

　

令
和
２
年
２
月
16
日　

於　

鴨
沂
会
館

　

ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
高
槻
高
校
、
花
園
高
校
に 第２回伝統文化体験学習会　2020年2月16日
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留
学
す
る
高
校
生
、
カ
ナ
ダ
か
ら
文
化
財
研
究
に
来
日
し
て
い
る
研

究
者
２
名
お
よ
び
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
京
都
支
部
員
１
名
が
参
加
し
て

第
１
回
と
同
じ
テ
ー
マ
で
茶
道
、
華
道
、
書
道
の
体
験
学
習
会
が
行

わ
れ
た
。

「
薄
茶
点
前
の
実
演
と
呈
茶
及
び
留
学
生
の
盆
略
手
前
の
実
習
」

裏
千
家　

吉
田　

宗
翠

　

令
和
に
入
り
九
月
に
恒
例
の
留
学
高
校
生
の
体
験
学
習
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
も
盛
況
で
足
の
痛
さ
も
苦
に
な
ら
な
い
程
に
、
興

味
津
々
で
し
た
。
席
入
り
後
、
床
の
説
明
等
も
良
く
理
解
さ
れ
た
模

様
で
す
。
次
に
抹
茶
の
手
前
を
披
露
し
、
九
月
の
お
菓
子
「
観
月
」

で
全
員
に
一
服
差
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
各
自
で
盆
略
手
前
の
実
習

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
袱
紗
さ
ば
き
を
学
習
、
続
い
て
棗
、

茶
杓
を
清
め
、
茶
筅
通
し
を
し
、
茶
巾
で
茶
碗
を
拭
き
、
各
自
で
棗

か
ら
茶
杓
で
茶
を
す
く
い
茶
碗
に
入
れ
る
。ポ
ッ
ト
の
湯
を
そ
そ
ぎ
、

茶
筅
を
振
っ
て
茶
を
点
て
る
。
こ
の
一
連
の
手
前
を
四
人
で
指
導
し

ま
し
た
。
お
干
菓
子
「
旅
ご
ろ
も
」
で
各
自
が
点
て
た
お
抹
茶
を
自

服
で
一
服
、
皆
様
満
足
の
模
様
で
し
た
。

　
　

会　

記

床　
　
　
「
日
々
是
好
日
」
国
体
寺　

心
田
老
師

香
合　
　

武
蔵
野
蒔
絵　

三
日
月
形
香
合　

中
村
光
悦
造

花　
　
　

季
の
も
の

花
入　
　

旅
枕　

備
前

水
指　
　

常
什

棚　
　
　

四
方
卓

薄
器　
　

菊
桐
蒔
絵
大
棗　
（
大
宗
匠
書
付
）　

光
秋
造

茶
杓　
　
「
峯
の
松
風
」
紫
野
龍
源
院　

細
合
唱
道　

作

茶
碗　
　

仁
清
写　

菊
花
文
絵　

桐
凰
造

　
　
　
　

奈
良
絵　

赤
膚　

昭
山
造

蓋
置　
　

銀
彩
〆
切　

道
八
造

茶　
　
　

冨
獄　

柳
桜
園　

詰

菓
子　
　

観
月
（
か
ん
げ
つ
）
亀　

広
脇
製

旅
ご
ろ
も

令
和
元
年
九
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

宗
翠

「
伝
統
を
踏
ま
え
た
生
け
花
」

未
生
流
笹
岡　

中
谷　

豊
甫

　

今
年
度
も
二
度
の
体
験
学
習
会
は
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

九
月
の
学
習
会
は
、
書
道
の
体
験
学
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、素
敵
な
作
品
を
作
ら
れ
て
、緊
張
が
解
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
華
道
で
も
生
徒
さ
ん
達
は
和
気
藹
々
、
花

材
を
見
極
め
枝
を
切
り
剣
山
に
さ
し
、
驚
く
ほ
ど
早
く
作
品
を
い
け

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
対
照
的
だ
っ
た
の
が
二
月
の
学
習
会
で
す
。
お
人
数
が
少
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な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
粛
々
と
取
り
組
ま
れ
た
と

い
う
の
が
そ
の
印
象
で
す
。

　

学
習
会
で
は
、
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
す
と
、
そ
れ
を
前
に
し
て

全
員
で
記
念
撮
影
を
致
し
ま
す
。
そ
の
後
、
生
徒
さ
ん
達
に
は
お
花

を
持
ち
帰
る
時
の
包
み
方
と
、
帰
っ
て
か
ら
の
扱
い
に
つ
い
て
説
明

を
し
ま
す
。
花
器
が
な
け
れ
ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
も
グ
ラ
ス
で
も
い

い
の
で
、
お
花
を
い
け
て
、
蕾
か
ら
花
が
咲
い
て
散
る
ま
で
を
見
届

け
て
ほ
し
い
と
、
い
つ
も
話
し
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
お
花
と
人

間
の
一
生
が
重
な
る
か
ら
で
す
。
お
花
を
通
し
て
、
命
の
尊
さ
を
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
し
ば
し
、
書
を
楽
し
む
」　

嶋　

映
子

　

高
校
留
学
生
の
体
験
学
習
会
は
延
期
が
続
き
２
０
２
０
年
２
月
16

日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
丁
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
日
本
に

て
拡
散
が
始
ま
る
前
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
少
数
の
出

席
者
で
し
た
が
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
今
年
の
干
支
や
好
み
の
言
葉
、

文
字
を
選
び
、
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。
漢
字
の
縦
の
線
は
上
か
ら
下

に
引
く
事
を
疑
い
も
な
く
身
に
付
け
て
き
ま
し
た
が
、
ま
っ
す
ぐ
な

線
を
下
か
ら
上
に
書
く
生
徒
さ
ん
に
は
、
こ
ち
ら
が
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
か
な
り
達
筆
と
い
え
る
生
徒
さ
ん
や
集
中
し
て

何
枚
も
書
き
続
け
る
生
徒
さ
ん
。
最
後
に
清
書
の
色
紙
に
落
款
も
ど

き
を
貼
り
、仕
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
は
少
人
数
で
し
た
が
、

時
間
一
杯
楽
し
み
ま
し
た
。

「
高
校
留
学
生
対
象
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
に
つ
い
て
」

（
公
財
）
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
京
都
支
部
顧
問　

荒
木　

泰
子

　

も
う
何
年
に
も
亘
っ
て
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
外
国
人
留
学
生
対

象
の
伝
統
文
化
体
験
講
座
で
す
が
、
今
年
は
９
月
と
２
月
の
二
度
に

分
け
て
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
誠
に
申
し
訳
な
く
感
じ
て
い

ま
す
。最
大
の
理
由
は
京
都
市
内
で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
不
足
で
、

幅
広
い
会
員
層
を
お
持
ち
の
鴨
沂
会
様
の
ご
尽
力
を
仰
ぎ
た
い
気
持

ち
切
で
す
。

　

講
座
は
華
道
、
茶
道
、
書
道
全
て
で
懇
切
丁
寧
に
日
本
語
、
英
語

で
説
明
し
て
い
た
だ
き
、解
説
プ
リ
ン
ト
ま
で
用
意
し
て
い
た
だ
き
、

受
講
生
全
員
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
の
第
１
回
で
は
人
数
が
多
く
、
先
生
方
の
ご
指
導
も
ひ
と
際

大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
度
重
な
る
日
程
変
更
で
京
都
マ

ラ
ソ
ン
の
日
に
な
り
、
市
内
交
通
規
制
が
か
か
る
中
、
先
生
、
理
事

さ
ん
が
た
に
何
倍
も
の
ご
苦
労
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
２
月
の
講

座
は
人
数
も
少
な
く
、
留
学
生
た
ち
の
日
本
語
理
解
度
も
深
ま
っ
て

い
た
の
で
、講
座
内
容
の
理
解
度
、浸
透
度
は
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

帰
国
後
も
続
け
ら
れ
る
機
会
を
探
し
た
い
と
言
う
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

経
費
も
例
年
鴨
沂
会
様
の
全
面
負
担
で
心
苦
し
く
、
私
ど
も
Ａ
Ｆ

Ｓ
と
し
て
も
、
い
さ
さ
か
で
も
負
担
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

ご
相
談
し
な
が
ら
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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なりました。特に「花道」って言うの
ははじめてだったので、本当に日本の
文化を体験したと感じました。書道は
久しぶりにやったので、下手でした。
しかしゆっくり漢字を書いていたら心
が落ち着きました。茶道は静かな雰囲
気でゆっくりお茶を楽しむことができ
てまたいい経験になったと思っていま
す。本当にたくさんのことを学んだい
い日でした。

クリスチャン（コロンビア　山城高
校）：今日の花道とお茶の飲み物、本
当に楽しかった　花道の時にたくさん
日本語を分かりました。良かったです。
お茶はめちゃ苦いと大変だけど、面白
かった。お茶の先生は辛抱強く、そし
て神だった。書道で新しいうちわを得
ました。うちわの上に「風」の漢字を
書きました。今日は本当に楽しかった。
ありがとうございます

アイビー　ベンティル（ガーナ　花園
高校）：今日はいろいろなことをでき
ました。書道した、お茶や花道もでき
た。書道の時たくさんの漢字を勉強し
ました。お茶を作る時、美味しいおや
つも食べました。花道の時も楽しかっ
た。今日は本当に楽しかった。またい
ろいろな日本の文化物したいです。新
しい花も得ました。今日からいっぱい
思い出が作りました。まだ私の日本語
は下手ですから頑張ります。おせわに
なています。ありがとうございます。

グエン ジュウ タオ（ベトナム　立命
館高校）：今日は日本の文化をたくさ
ん体験できて、ほんまに楽しかった！　
みなさん　ありがとうございました！　
前は、いけばなとか書道とか茶道を
やったことがあるけどあまり上手じゃ
ないし、全部ベトナムでやりました。 
今日は日本で体験できることはほんま
に嬉しかった！　もっともっと日本の
事を知りたくて、自分でやりたいです。
やった事：今日は、書道　茶道　いけ
ばな、 やりたい事：着物を着たいです。
剣道がもっと上手になりたいです。桜
を見たいです。雪を見たいです。うち
わをもう一度やりたいです。めっちゃ
めっちゃ楽しかった!!!　みなさんあり
がとうございました。

ナーシャ　サリンヤー（タイ　立命館
高校）：今日はすばらしいです。私は
とてもうれしいです。ぜんぶはありが
とうございました。日本の文化はむず
かしいです　でも、大好きです！　日
本が大好きです!!
This is my first time to learn about 
Japanese culture, it’s so interesting. 
Thank for everything, today I got 
a lot of experience here.  I hope 
someone, I can comeback here, and 
learn about Japanese culture again.  
I think its really difficult but it’s ok, 
I really like it. I want to try it more 
and more and more. Lastly お菓子
はめっちゃおいしいです、私はここの
おかしが大好きです!!
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ナウファル（マレーシア　福知山高
校）：本日は楽しかった。今日学んだ
ことはたくさんあります。たとえば茶
道と華道と書道です。ちょっとむずか
しい。茶道はおいしかったでも苦いで
す。花はめっちゃきれですね。これは
非常に良いけいけんです。AFS、あり
がとうございます。またつぎもやって
みたいです。

ファルザナ（マレーシア　福知山高校）
：今日は、楽しかったです。私はさど
をいちばんだいすき。かどと書道はむ
ずかしい。私は「幸福」というかんじ
をかきました。おちゃはおいしかった
です。華道ははじめてです。おはなは
きれいです。AFSのみなさんとおう
きかいせんせい、ありがとうございま
した。
今日はたのしかったです。

スメート（タイ　福知山高校）
：今日、楽しかったです。おかしはお
いしかったです。書道はむずかしかっ
た。でも、面白いです。先生は私に
うちわをくれました。私は漢字をかき
ました（風）。かどははじめてやって

みました。きれいかったです。お茶は
ちょっとすっぱいでしたけど、飲めま
した。お茶かしはあまいでした。今日
はどうもありがとうございました。

バトトルガ　ブセンデルゲル（モンゴ
ル　鳥羽高校）：今日初めていけ花やっ
てみました。そして、さどう、しょど
うもやったりしましたので　本当に楽
しかったです。日本の文化について
ちょっとだけでも習ったことが嬉しい
です。茶道もおいしかったです。一番
おもしろかったのは生け花です。花を
きれいにはったのがおもしろかった。
ここまでつれて来てくれたAFSのス
ターフたちと、おうきかいのみなさま
本当にありがたいです。書道もやるほ
ど出来て来ていたのがうれしかったで
す。おしえてくれた先生にもありがと
うございます。とくに、おちゃかいは
リラックスなきがしました。

グオン　ギョンウ（韓国　鳥羽高校）
：今日は思ったより色んなことをやり
ました。韓国ではできない日本の色ん
なものを見て、聞いて、感じました。
書道、茶道、花道、どれもいい経験に

高校留学生日本伝統文化体験学習会感想文
　令和元年９月22日と令和２年２月16日の体験学習会に参加したのは、
AFS長期留学生だけなく短期留学生も含まれ、日本語の感想文には悪戦苦
闘したようです。そのまま掲載しているので、留学生の勉強の成果を見て
あげてください。
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アフィカ（マレーシア　立命館宇治
高校）：今日はとても楽しかったです。
にほんのぶんかをべんきょうした。さ
いしょはしょうどをしました。私は、
令和（れいわ）の漢字をしました。で
も、ちょっとよくないです。次、いけ
ばなをしました。グラジオラスとバラ
の花を使いました。とってもきれいで
した。さいごに茶道をしました。お茶
菓子はほんとうにおいしかったです。
でも、私にとって抹茶はあまりおいし
くないでした。
Learning Japanese culture was 
very fun, I really like it so much. I 
hope that someday I can learned 
more and understand more about 
background of the cultures and 
everything.

ポンパサート　アヌサッ（ラオス　高
槻高校）：今度、日本伝統文化を勉強
していただいたおかげでさまざまな
新しいけいけんをにんしきしていまし
た。楽しかったです。じっさいは日本
の文化にかんしんがあるのでもっと
もっと日本の文化を勉強したいと思
います。一番楽しいかつどうはおまっ
ちゃを作ったというときです。なぜな
ら日本のお茶が大好きです。にがい
とするのに飲んだら安心感じます。も
しできれば、日本の文化をもっと教え
てちょうだいしてもらいたいと思いま
す。今回は時間はちょっとみじかいと
思いますので、時間は長ければ、日本

の文化をどんどんわかるようになると
思います。可能だったら、日本の文化
を全部知りたいです。最後にAFSと
きかいをくれた人のおかげでほんとう
にありがとうございました。

チン　ドック　ズイ（ベトナム　高槻
高校）：今日は色々な事を学んで本当
に楽しかった！書道は一番難しいです
けども一番楽しかった。茶道も本当に
良いし、和菓子も美味しいし大好きで
す。皆様のおかげで良い経験を取れ
たり大切な思い出を作ったりした。あ
りがとうございます。

ブレント（オランダ　花園高校）：今
日は色々なことをしました。さいしょ
うに花道をしました。そうして茶道を
べんきょうしました。たといば、のみ
かたをべんきょうしました。そうして
書道をしました。書道はむずかしいで
す。私はよくれんしゅうしました。で
も、私はかんじかけません。だから私
のえはきれいじゃない。でも私はがん
ばりました。私はいろいろ人あったか
ら、日本のぶんかをべんきょうしまし
た。今日はたのしかたです。みな、あ
りがとうございました！



39　鴨沂会誌　157　2020

高校留学生日本伝統文化体験学習会感想文

ドネス　アィーシャ　ニコル（フィリ
ピン　立命館宇治高校）：今日はとて
も楽しかったです。私は多くのことを
学びました。みんなはとても優しいで
す。私たちは書道と花のアレンジと茶
道をした。私は書道で悪いですが、私
は空の漢字をすることができました。
でも、ちょっと間違えた。茶道の抹茶
は美味しです、抹茶は好きです。　花
のアレンジで花はきれいです　私は
もう一度何かをしたい。
I always have a mental block 
when I’m nervous in speaking or 
writing Japanese, but I hope I can 
overcome it.  I will try my very best 
to improve my Japanese I can 
read some more kanji now but I 
always forget.
私は日本語をもっとべんきょうしま
す。がんばります！

ダニエル（ブルネイ　立命館宇治高
校）：日本の文化は非常に面白くて特
別です。私は本当にお茶を愛してい
た。重要なsteepについて学んだ。まっ
ちゃとochagasiはとても美味しいで
す。私は茶道の段階を覚えています。
私は日本の文化が非常に面白いと思
うと、それは永遠に大切になるべきで
す。
　I would really like to learn 

more about what each step and 
procedures in the tea ceremony.  I 
would like to know the symbolism 
and the meaning behind each   
movement. Today, tea ceremony 
has definitely made me impressed 
and very interested, It should 
forever be a Japanese tradition 
that is passed down from one 
generation to another.

ナビル　マカリム（インドネシア　立
命館宇治高校）：三つ日本のぶんかを
べんきょうしました。いけばなとさ
どうとべんきょうしました。おもしろ
かったとすばらしかったです。私は
しょどうのクラスにかんじの花が書き
ました（花）。それでいけばな（花道）
にきれいなてつがくがあります。それ
からちゃどうにいろいろなどうぐとマ
ナーをあります。とてもみんなはやさ
しいとてもやさしい。
　I always interested to learn 
about new culture and many 
things, especially about Japanese 
culture. For me everything in 
Japan is very interesting. Nextime 
I would like to go and feed many 
Japanese culture. I wanted to 
live in Japan much longer if I can 
someday guess.
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高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

矢
島　

芳
枝

「
高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」

　

京
都
鴨
沂
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
事
業
は
、
本
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
事
業
内
容
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、公
的
機
関（
例
え
ば
京
都
市
長
寿
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

の
知
恵
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
あ
る
い
は
個
人
に
よ
っ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
必
要
と
す
る
施
設
な
ど
か
ら
の
要
請
が
伝
え
ら

れ
ま
す
。

　

鴨
沂
会
で
は
、
そ
の
希
望
に
添
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
要
請

者
と
直
接
に
日
時
を
調
整
し
、
場
所
、
活
動
内
容
、
参
加
者
の
人
数

な
ど
を
尋
ね
、
適
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
選
び
、
必
要
な
備
品
を
用

意
し
ま
す
。
要
請
さ
れ
る
活
動
内
容
や
規
模
は
、
華
道
、
茶
道
、
書

道
、
民
謡
、
コ
ー
ラ
ス
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
活

動
要
員
の
規
模
も
一
人
か
ら
百
人
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

初
回
は
原
則
と
し
て
本
会
の
担
当
理
事
が
同
行
し
、
現
場
の
状
況

や
参
加
者
の
反
応
を
確
認
し
ま
す
。
施
設
で
の
お
年
寄
り
や
障
害
の

あ
る
方
々
も
、
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、

自
分
で
花
を
活
け
、
お
茶
を
点
て
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
、
お
し
ゃ
べ
り
が
弾
ん
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
充
実

感
を
覚
え
る
よ
う
で
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
費
」

　

以
上
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
助
成
す
る
た
め
に
、
鴨
沂

会
で
は
、
前
も
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
々
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
委
員
会
の
委
員
た
ち
が
話
し
合
い
の
会
を

持
ち
、
活
動
要
員
の
意
見
や
希
望
と
鴨
沂
会
と
し
て
の
考
え
方
や
状

況
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
助
成
費
の
算
定
基
準

を
作
成
し
、
理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
実
際
に
運
用
し
て
い
ま
す
。

各
活
動
者
あ
る
い
は
代
表
者
は
、
活
動
内
容
を
記
し
た
助
成
費
申
請

書
と
活
動
報
告
書
を
提
出
し
、
鴨
沂
会
は
算
定
基
準
に
基
づ
い
て
助

成
費
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
個
人
的
な
関
係
で
の
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
活
動
の
要
請
は
、
鴨
沂
会
に
直
接
連
絡
を
頂
く
と
担
当
理
事
が

対
応
致
し
ま
す
。

「
令
和
２
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

　

令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
高

齢
者
施
設
で
の
集
ま
り
は
自
粛
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
閉

塞
感
に
苦
し
ん
で
い
る
今
日
、
人
と
人
と
の
身
近
な
交
流
が
い
か
に

大
切
で
あ
る
か
を
痛
感
し
、
感
染
の
速
や
か
な
終
息
と
平
穏
な
生
活

の
回
復
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
伝
統
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
録
」

　

令
和
元
年
度
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設
及
び
障
害
者
施
設
15
箇
所
へ
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39
回
延
177
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

助
成
委
員
会
が
作
成
し
た
基
準
に
基
づ
い
て
助
成
金
を
支
給
し
ま
し

た
。

茶
道　

京
都
鴨
沂
会
茶
道
教
室

ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ウ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
向
島　

３
名
２
回

　

５
月
と
11
月
の
２
回
、
３
名
の
茶
道
教
室
員
が
お
稽
古
に
参
り
ま

し
た
。
５
月
９
日
の
茶
会
は
３
ヵ
月
ぶ
り
と
な
り
、
皆
様
お
待
ち
か

ね
の
様
子
で
し
た
。
新
し
い
入
居
者
の
方
も
見
え
、
楽
し
く
お
茶
を

召
し
上
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔
、
お
稽
古
を
な
さ
っ
て
い
た
方

も
あ
り
、
懐
か
し
く
道
具
の
こ
と
な
ど
質
問
さ
れ
嬉
し
い
で
し
た
。

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
次
回
は
、
夏
を
過
ぎ
秋
11
月
14
日

と
な
り
ま
す
。
私
達
も
高
齢
化
し
ま
し
た
が
何
と
か
続
行
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

茶
道　

矢
野
美
智
子

ウ
ェ
ル
ス
タ
イ
ル
京
都
桂
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

２
名
１
回

　

６
月
12
日
、
今
回
で
三
回
目
と
な
る
お
茶
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
お
茶
道
具
を
持
参
し
、
今
回
お
盆
手
前
に
て
お
茶
一
服
を
召
し

上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
男
性
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

季
節
の
上
生
菓
子
の
「
あ
じ
さ
い
」
に
思
わ
ず
笑
顔
も
浮
か
べ
、
お

抹
茶
も「
美
味
し
い
、美
味
し
い
」と
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

片
づ
け
の
最
中
も
親
切
な
優
し
い
お
言
葉
も
掛
け
て
下
さ
り
、
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
今
回
も
有
意
義
な
機
会
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

オ
リ
ー
ブ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

１
名
２
回

　

６
月
４
日
に
は
、
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
の
12
名
が
出
席
さ

れ
、
茶
道
具
を
運
び
入
れ
皆
様
に
呈
茶
い
た
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
の
１
月
15
日
に
は
、小
部
屋
に
紅
白
の
幕
、入
り
口
に
「
華

道
体
験
」
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
の
皆

様
が
お
二
人
ず
つ
交
代
で
入
室
さ
れ
、お
菓
子
を
召
し
上
が
っ
た
後
、

少
し
簡
略
し
た
盆
手
前
に
て
薄
茶
を
点
て
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆

様
、
昔
を
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
美
味
し
い
と
感
激
し
て
お
抹
茶
を

召
し
上
が
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

茶
道　

中
村
宗
江
・
吉
田
篤
子

コ
コ
フ
ァ
ン
西
陣　

２
名
１
回

　

４
月
23
日
に
、
入
居
者
の
方
々
の
お
茶
を
楽
し
み
た
い
と
の
希
望

に
添
い
お
茶
会
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
春
の
1
日
を
一
椀
の
お

抹
茶
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
季
節
の
お
花
と
和
菓
子
と
と

も
に
お
互
い
に
昔
話
を
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
回
顧
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
茶
道
の
経
験
の
あ
る
方
も
初
め
て
の
方
も
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
し
み
方
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
途
中
、
面
会
の
ご
家
族
が
来

ら
れ
る
と
ご
一
緒
に
召
し
上
が
る
方
、
次
回
に
は
ご
自
分
の
お
好
み

の
お
菓
子
を
と
所
望
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
お
茶
会
が
地
域
交
流
に
繋
が
り
温
か
い
時
を
共

有
で
き
る
場
に
な
れ
ば
私
も
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。



鴨沂会誌　157　2020　42

華
道　

杉
本
弥
生

洛
和
会
小
規
模
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
花
園　

３
回

　

６
月
、
10
月
、
１
月
の
３
回
、
施
設
利
用
者
に
生
け
花
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
雪
晃
木（
シ
ン
フ
ォ
リ
カ
ル
ポ
ス
）２
種（
ワ

イ
ル
ド
ワ
ン
・
マ
ジ
カ
ル
ア
バ
ラ
ン
チ
ェ
）・
藪
山
査
子
・
蔓
梅
擬
・

木
苺
・
竜
胆
・
菊
４
種
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス
を
取
り
合
わ
せ
、

花
材
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明
の
後
、
３
種
の
陶
器
、
３
種
の
籠
に

花
材
を
切
っ
て
活
け
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

書
道　

青
谷
京
子

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
洛
和
会
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
山
科
東
野　

10
回

　

４
月
か
ら
年
を
超
え
２
月
ま
で
十
回
書
道
の
お
稽
古
に
参
り
ま
し

た
。
２
月
18
日
に
は
、
雛
人
形
の

飾
っ
て
あ
る
食
堂
に
て
、
雛
祭
り

や
春
め
い
た
大
文
字
、
小
文
字
の

手
本
を
用
意
し
、
各
々
好
き
な
課

題
を
書
い
て
戴
き
ま
し
た
。
何
十

年
も
筆
を
持
っ
た
こ
と
の
無
か
っ

た
方
も
、
毎
月
一
回
書
か
れ
る
こ

と
で
伸
び
や
か
に
、
楽
し
ん
で
書

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人

数
が
多
い
為
、
１
時
半
か
ら
２
時

半
頃
ま
で
10
人
位
、
２
時
半
～
３

時
半
ま
で
10
人
位
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
書
か
ず
に
見
学
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
２
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
稽
古
さ
れ
た
皆
様
の
書
は
掲
示
板
に
毎
月
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

書
道　

嶋　

映
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
く
し　

１
回

　

一
昨
年
来
、
毎
年
11
月
上
旬
に
書
道
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。

通
所
介
護
・
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
「
向
日
葵
」
10
回

　

昨
年
は
４
回
書
道
の
お
稽
古
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
４
月
か
ら
２
月
ま

で
毎
月
１
回
、
計
10
回
お

稽
古
に
参
り
ま
し
た
。
近

頃
は
皆
様
慣
れ
て
こ
ら
れ

た
の
か
、
手
本
１
枚
だ
け

で
な
く
２
枚
を
練
習
さ
れ

た
り
、
家
に
持
ち
帰
り
練

習
す
る
と
言
わ
れ
、
興
味

が
増
し
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
手
本
を
ど
ん

ど
ん
書
い
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。
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「
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
録
」

民
謡　

日
本
民
謡
梅
若
流　

京
都
梅
若
会　

朝
優
支
部

京
都
市
本
能
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

11
名

　

平
成
27
年
以
来
毎
年
約
40
名
の
入
所
者
の
前
で
民
謡
や
童
謡
を
披

露
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
６
月
に
11
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

京
都
壬
生
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風　

９
名

　

今
年
は
７
月
に
９
名
の
会
員
が
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風
を
訪
れ
ま

し
た
。
職
員
は
じ
め
多
数
の
入
所

者
の
皆
様
に
歌
詞
を
配
布
し
、
民

謡
、
童
謡
等
、
全
16
曲
を
歌
い
、

踊
り
ま
し
た
。
殆
ど
の
方
が
声
を

出
し
て
楽
し
く
歌
い
、
踊
り
、
全

体
が
一
体
に
な
っ
た
よ
う
に
大
き

な
声
で
賑
や
か
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

昔
か
ら
口
ず
さ
ん
で
こ
ら
れ
た
民

謡
や
童
謡
に
人
気
が
あ
り
、
喜
ん

で
踊
っ
た
り
独
唱
さ
れ
た
り
と
、

次
回
も
早
く
お
願
い
し
た
い
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

合
奏　

ミ
モ
ザ

東
九
条
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

３
名

　

５
月
25
日
に
は
、
ホ
ー
ム
を
訪
れ
、「
五
月
の
お
誕
生
会
」
に
音

楽
を
届
け
ま
し
た
。
数
十
名
の
高
齢
の
方
々
が
居
ら
れ
ま
し
た
。
静

か
に
聞
い
て
い
た
だ
く
中
、
手
拍
子
も
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
ア
カ

ペ
ラ
で
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」、「
わ
ら
べ
歌
」、「
ふ
る
さ
と
」
を
、
ピ
ア

ノ
ソ
ロ
で
、「
春
の
唱
歌
メ
ド
レ
ー
」、「
ジ
ャ
ズ
風
ト
ル
コ
マ
ー
チ
」

を
、
リ
コ
ー
ダ
ー
で
、「
北
の
国
か
ら
」、「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
手
拍
手
を
い
た
だ
き
、「
き
れ
い
な
声
」「
ま
た
来
て
ね
」

の
掛
け
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。初
め
て
参
加
の
メ
ン
バ
ー
も
あ
り
、

満
足
感
と
共
に
、
反
省
事
項
を
今
後
に
役
立
て
た
い
と
話
し
合
い
ま

し
た
。

京
都
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ　

３
名

　

６
月
４
日
に
京
都
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
を
訪
れ
、
お
一
人
住
ま
い
の
高

齢
の
方
々
の
昼
食
会
の
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
に
様
々
な
曲
を
お
届
け

し
ま
し
た
。
52
名
の
参
加
が
あ
り
、
電
子
ピ
ア
ノ
で
「
エ
リ
ー
ゼ
の

た
め
に
」、「
ジ
ャ
ズ
風
ト
ル
コ
マ
ー
チ
」
を
、
リ
コ
ー
ダ
ー
で
「
グ

リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
」、「
な
つ
か
し
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
メ
ド
レ
ー
」

を
、
そ
し
て
「
あ
わ
て
床
屋
」
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。「
森
の
水

車
」「
茶
摘
み
」「
み
か
ん
の
花
が
咲
く
丘
」
で
は
皆
さ
ん
の
手
拍
子

を
交
え
、「
ふ
る
さ
と
」で
は
手
話
グ
ル
ー
プ
と
共
演
も
致
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
元
気
そ
う
で
、
に
こ
に
こ
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
ご
様
子
を

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
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天
神
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

そ
よ
風　

３
名

　

６
月
29
日
に
は
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風
に
参
り
ま
し
た
。
お
集

ま
り
の
皆
様
は
、
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
に
集
中
し
、
眼
を
輝
か
せ
て
、

聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
声
楽
は
ソ
ロ
と
二
重
唱
、
ゆ
り
か
ご
・

こ
の
道
・
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
他
。
中
国
楽
器
二
胡
で
は
、
蘇
州
夜
曲
・

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
賽
馬
な
ど
。
七
夕
・
海
・
浜
辺
の
歌
は
ご
一
緒
に

歌
い
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と
の
感
想
を
も
ら
い
、「
ア
ン
コ
ー
ル
！
」

の
お
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
次
の
機
会
ま
で
お
元
気
で
！
」
と

手
を
ふ
り
お
暇
致
し
ま
し
た
。

合
奏　

詩
音

坂
本
民
主
診
療
所　

４
名

　

11
月
９
日
に
診
療
所
を
訪
れ
、
近
隣
の
方
々
を
含
め
80
余
名
の

方
々
に
ソ
プ
ラ
ノ
・
二
胡
・
ド
ラ
ム
・
ピ
ア
ノ
で
バ
ッ
ハ
の
「
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
」「
中
国
曲
」「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」
な
ど
を
聴
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
「
ド
レ
ミ
の
歌
」「
知
床
岬
」
を
全
員
で
歌
い
、

１
時
間
半
の
交
流
の
時
間
が
も
て
ま
し
た
。

歌
唱　

ハ
ー
モ
ニ
ー
啓

京
都
市
修
徳
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

50
名

　

５
月
24
日
に
修
徳
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
今
年
で
３

回
目
と
な
る
「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
修
徳
の
性
格
上
、
老
人
中
心
で
特
に
体
力
的
な
問
題
が
あ

る
の
で
短
時
間
で
終
わ
る
予
定
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

第
１
回
目
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
応

じ
て
予
定
時
間
を
10
分
も
上
回
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
経
験
か

ら
、
今
年
も
昨
年
以
上
に
盛
り
上
げ
た
い
と
選
曲
し
ま
し
た
。「
茶

は
か
お
る
」「
懐
か
し
の
里
山
へ
」「
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛
を
も
う
一

度
」「
あ
る
愛
の
詩
」「
空
か
ら
の
贈
り
物
」「
山
の
い
ぶ
き
」
他
に

会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
２
曲
合
唱
致
し
ま
し
た
。
約
100
名
の
大
観

衆
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
下
さ
り
、
そ
の
笑
顔
に
勇
気
付

け
ら
れ
ま
す
。

歌
唱　

ソ
ン
グ
バ
ー
ド

天
神
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

そ
よ
風　

８
〜
13
名　

４
回
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春
夏
秋
冬
の
４
回
伺
っ
て
四
季
折
々
の
歌
を
皆
で
歌
っ
て
、
楽
し

く
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
ピ
ア
ノ
を
弾
い

て
皆
さ
ん
が
曲
名
を
当
て
、
歌
詞
を
朗
読
し
て
、
曲
名
を
当
て
て
も

ら
う
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
ス
タ
イ
ル
京
都
桂
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

６
名

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
日
に
６
人
で
セ
ン
タ
ー
へ
伺
っ
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
歌
を
歌
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

歌
唱　

ロ
ー
ズ
の
会

東
九
条
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

５
名

６
／
29
（
計
１
回
）

　

音
楽
で
脳
ト
レ
。
曲
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
や
体
を
動
か
し
、
皆
さ
ん
楽

し
そ
う
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。（
瀬

戸
の
花
嫁
・
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ

う
・
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
）
皆
さ
ん

の
聴
き
な
れ
た
文
部
省
唱
歌
、
日
本

歌
曲
を
選
び
歌
い
ま
し
た
。「
砂
山
」

「
ゆ
り
か
ご
」は
、口
ず
さ
ん
で
い
て
、

一
生
懸
命
聴
い
て
下
さ
る
の
で
こ
ち

ら
も
歌
い
や
す
か
っ
た
で
す
。
大
型

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
バ
ッ
ク
に

作
曲
（
室
田
美
子
さ
ん
）
し
た
ピ
ア

ノ
曲
が
流
れ
な
が
ら
お
話
を
す
す
め
る
と
ど
ん
な
お
話
し
か
食
い
入

る
よ
う
に
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の
松
田
さ
ん
の
素
敵
な
ピ

ア
ノ
に
う
っ
と
り
と
、満
足
そ
う
に
皆
さ
ん
聴
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
に
資
す
る

　
　
　
自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

「
能
舞
台
フ
ェ
ス
タ
in
今
宮
御
旅
所
」

　
　
　
　
　

主
催
：
第
６
回
能
舞
台
フ
ェ
ス
タ
in
今
宮
御
旅
所
」
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

共
済
：
上
京
区
役
所　

西
陣
町
お
こ
し
の
会

　
　
　
　
　

協
賛
：
公
益
社
団
法
人
京
都
鴨
沂
会

　

５
月
４
日
に
今
宮
御
旅
所
に
お
い
て
第
６
回
能
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
改
元
に
あ
た
り
十
連
休
と
な
り
長
期
旅
行

な
ど
で
不
在
者
が
多
く
、
大
幅
な
入
場
者
増
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
例
年
並
み
の
入
場
者
が
来
ら
れ
、
多
く
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
け
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
能

狂
言
上
演
時
は
し
っ
か
り
と
前
に
陣
取
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
が
数
多

く
み
ら
れ
、た
く
さ
ん
の
地
元
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

今
年
は
６
回
目
と
な
り
、
地
域
の
方
々
に
も
か
な
り
周
知
さ
れ
て
き

た
こ
と
、
能
舞
台
フ
ェ
ス
タ
が
「
毎
年
の
お
楽
し
み
」
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
の
一
定
の
役
割
を
果
た
せ
て
き
て
い
る
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と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
さ
ら
に
京
都
大
学
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
と
中
国
の
楽
器
、

二
胡
の
演
奏
グ
ル
ー
プ
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
西
陣
の
朝
～
マ
ル

シ
ェ
」
の
同
時
開
催
も
、

初
回
か
ら
６
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
成
逸
・
西
陣
学

区
備
品
を
今
回
も
お
借
り

し
、
役
員
の
方
々
も
お
手

伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
演
や
学
生
ス
タ
ッ

フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大

学
・
高
校
が
、
同
志
社
大

学
・
立
命
館
大
学
・
佛
教

大
学
・
京
都
大
学
・
京
都

産
業
大
学
・
龍
谷
大
学
・

京
都
府
立
大
学
・
京
都
学

園
大
学
・
京
都
府
立
嵯
峨

野
高
校
・
京
都
市
立
紫
野

高
校
放
送
局
・
京
都
市
立

紫
野
高
校
Ｅ
Ｓ
Ｓ
な
ど
京

都
市
内
の
多
く
の
学
校
に

わ
た
り
、
京
都
市
内
全
体

の
大
学
・
高
校
が
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
さ
ら
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
今
ま
で
能
舞
台
に
敷
い
て
お
り
ま
し
た
畳
を
つ
い
に
取

り
去
り
、
本
来
の
形
で
上
演
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の

開
催
直
後
よ
り
、
今
宮
神
社
の
氏
子
さ
ん
の
有
志
に
よ
る
能
舞
台
の

掃
除
が
始
ま
り
、
会
長
も
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
開
催
日

直
前
に
は
能
舞
台
の
板
に
も
本
来
の
つ
や
が
戻
っ
て
き
た
の
で
、
一

度
そ
の
ま
ま
で
上
演
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
、
能
狂
言
を
上
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
生
さ
ん
か

ら
は
大
変
好
感
触
を
得
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
こ
の
形
で
開
催
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
４
回
よ
り
協
賛
を
募
り
そ
の
資
金
に
よ
り
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム

に
移
行
し
ま
し
た
が
、
今
回
も
前
回
御
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々
が
続

け
て
ご
支
援
し
て
下
さ
る
方
が
非
常
に
多
く
、
大
変
有
難
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
京
都
鴨
沂
会
様
に
は
毎
回
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
資
金
面
だ
け
で
な
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

心
の
支
え
に
も
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
次
回
以
降
は
、
さ
ら
な

る
地
域
の
方
に
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
つ
つ
も
、
ご
支
援
に
頼

る
ば
か
り
で
な
く
、
な
に
か
自
分
た
ち
で
も
資
金
の
調
達
に
な
る
よ

う
な
活
動
も
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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第
39
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
京
都
大
会
に
協
賛

　
「
近
畿
は
一
つ
」
を
合
言
葉
に
、２
府
８
県
の
高
校
生
の
交
流
と
研

さ
ん
を
深
め
る
と
と
も
に
、
心
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
目
指
す
。

ま
た
、
各
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
や
新
し
い
芸
術
文
化
の
創
造
を
通

し
て
、
高
等
学
校
等
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
役
立
て
る
。

会　
　

期
：
令
和
元
年
11
月
16
日（
土
）～
11
月
24
日（
日
）

会　
　

場
：
京
都
府
内
４
市　

京
都
市
、八
幡
市
、城
陽
市
、宇
治
市

大
会
テ
ー
マ
：

　
　
「
百
花
繚
乱
」
～
京
に
彩
づ
く
文
化
の
風　

繫
げ
よ
う
未
来
へ

総
合
開
会
式
：

　
　

令
和
元
年
11
月
16
日
（
土
）　

13
：
30
～
16
：
30

　
　

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都　

開
催
部
門
17
部
門

　
　

�

１
演
劇
、
２
合
唱
、
３
吹
奏
楽
、
４
器
楽
・
管
弦
楽
、
５
日
本

音
楽
、
６
郷
土
芸
能
、
７
吟
詠
剣
詩
舞
、
８
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
９
美
術
・
工
芸
、
10
書
道
、
11
写

真
、
12
放
送
、
13
囲
碁
、
14
将
棋
、
15
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
、

16
自
然
科
学
、
17
茶
道

参
加
者
数
：�

約
６
、５
０
０
名

　
　
（
近
畿
を
中
心
と
し
た
２
府
８
県
の
高
校
生
）

主　
　

催
：�

　
　

�

近
畿
各
府
県（
京
都
・
和
歌
山
・
滋
賀
・
奈
良
・
三
重
・
福
井
・
鳥
取
・

兵
庫
・
大
阪
・
徳
島
）、近
畿
各
府
県
教
育
委
員
会
、近
畿
各
府
県

高
等
学
校（
芸
術
）文
化
連
盟
、京
都
市
、京
都
市
教
育
委
員
会
、

大
阪
市
教
育
委
員
会
、神
戸
市
教
育
委
員
会
、堺
市
教
育
委
員
会

京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
と

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
お
誘
い

　

京
都
鴨
沂
会
は
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
奨
学
金
の
供
与
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
文
化
教
室
・
公
開
講
座
の
開
講
な

ど
の
公
益
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
は
、
行
政
や
施
設
あ

る
い
は
個
人
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
希
望
さ
れ
る
活
動
内
容

や
規
模
を
聞
き
、
そ
れ
に
相
応
し
い
活
動
要
員
を
依
頼
、
日
時

を
調
整
し
て
、
実
施
に
至
る
過
程
を
編
成
す
る
仕
事
で
す
。
こ

れ
ま
で
高
齢
者
福
祉
施
設
、
病
院
、
養
護
施
設
な
ど
で
、
お
茶
、

お
花
、
書
道
、
民
謡
、
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
器
楽
合
奏
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
留
学
生
の
日
本
伝
統
文
化
体
験

学
習
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
斡
旋
な
ど　

多
彩
な
活

動
を
展
開
し
、
大
変
喜
ば
れ
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
善
意
の
奉
仕
活
動
に
対
し
、
鴨
沂
会
か
ら
僅
か
で
は
あ
り

ま
す
が
助
成
費
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

右
記
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
人
材
の
養
成
と
伝
統
文
化
の
継

承
お
よ
び
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
が

開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
科
目
お
よ
び
講
師
は
、
茶
道　

裏
千
家

流　

吉
田
宗
翠
、
華
道　

未
生
流
笹
岡　

中
谷
豊
甫
、
謡
曲　

金

剛
流　

岡
田
美
保
子
、
書
道　

阪
神
書
道
会　

嶋
映
子
、
絽
ざ

し　

日
本
手
工
芸
指
導
協
会　

北
村
悠
紀
子
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ラ　

ユ
ミ
コ 

レ
イ
モ
ミ
の
諸
師
で
す
。

　

皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
致
し
て
お
り

ま
す
。


